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２０１８年２月中旬
２１時頃の星空
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・冬から春の星空紹介
２月から４月に見られる天文現象を解説したパネルを

設置してあります。また南極に関するミニ企画展を

不定期で行っています。

日が落ちた南の空には明るい星がたくさん輝いて
います。冬の澄んだ夜空の目印になるのはオリオン座。
真ん中の３つの星（三つ星）を結んで東に延ばすと
一番明るい１等星、シリウスが輝いています。反対に
西に延ばすと、おうし座のアルデバランが光って
います。アルデバランとベテルギウスは、赤みがかって
見えます。暗いところで星を見上げるとアルデバランの
さらに西に、ぼんやりとした星の集まりが見える
かもしれません。これはプレアデス星団、星の集まり
です。枕草子にも登場する「すばる」です。古の人も、
私たちと同じような気持ちで、この夜空を眺めて
いたのかもしれませんね。

■一般投影（土・日・祝日のみ）　各回５０名まで■一般投影（土・日・祝日のみ）　各回５０名まで

●テーマ番組（約２０分）10・13・15時～●テーマ番組（約２０分）10・13・15時～

「南十字星の見える空」「南十字星の見える空」

オーストラリアや南極で見られる星空などを紹介

します。東京にいると見えない南十字星や大マゼラン

星雲。南半球ではどんな星空がみえるのでしょう。

日本の南極観測隊についても紹介します。

●星空解説（約２０分）11・14・16時～●星空解説（約２０分）11・14・16時～

「今夜なにがみえるかな？」

２０１８年冬から春の星空を説明します。

------------------------------------------------

■団体投影（平日）　各回５０名まで■団体投影（平日）　各回５０名まで

１０名以上の団体はプラネタリウムを貸し切って投影を

お楽しみいただけます。（２日前迄に予約）

------------------------------------------------

入場料：100円(中学生以下は無料)

電　話：04-7184-0555

２月の星空 プラネタリウムのご案内
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